
































































































































その後、1935年～36年のわずか 1 年の間に、英（National Film Archive）、米（MoMAの
フィルムライブラリー）、独（帝国フィルムアルヒーフ）、仏（シネマテークフランセーズ）


















































































































　大学 1 年～ 2 年の頃、ビデオ時代にもかかわらず、図書館で古い映写機とフィルムを借
り、定期的に病院の小児病棟で上映していたことを思い出した。丸い缶からフィルムを取
り出し、映写機にフィルムを取り付ける作業を子どもたちはジッと見つめ、映写機を恐る
恐る触ったりした。部屋を暗くしたときの空気、静寂の中でフィルムが回り始める音、秒
読み画像、巻き戻しの最後にフィルムの切れ端が映写機に当たる音、重い病気に苦しむパ
ジャマ姿の子らを膝に乗せて一緒に楽しんだ記憶が本書を読んで、色鮮やかによみがえっ
た。
　ミロのビーナスや唐招提寺の如来形立像（重文）のごとく、欠損があっても、ありのま
まの姿が私たちに語りかける。国立映画アーカイブは、長期保存と再生の可能性を秘めた
現物を未来に伝承すべし、と呼びかける。最後に私も呼びかけよう。「映画フィルムを捨
てないで！」と。
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